
東京芸術劇場マエストロシリーズ

トマーシュ・ネトピル＆読売日本交響楽団
Tomáš Netopil & Yomiuri Nippon Symphony Orchestra
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05 06＊新型コロナウイルス感染症にかかわる諸般の事情により、掲載情報に変更がでる場合がございます。最新情報は、東京芸術劇場ホームページ等でご確認ください。

　今年（2022年）の春先に田中泯さんをインタ

ビューする機会があった。「場踊り」京都公演の

最中で、当初の予定は公演後に2 ～ 3時間。とこ

ろが、興が乗ったのか泯さんの話が止まらず、2

日間にわたって計10時間余り、じっくり拝聴す

ることができた。

　驚いたことがいくつもある。5日に及ぶ連続公

演中、しかも踊った直後だというのに、まったく

疲れを見せずに話し続ける気力と体力。数十年

前の出来事を、あたかも昨日のことのように筋

道立てて語る記憶力と描写力。そして何よりも、

踊りに対する愛と哲学。紙幅の制限ゆえに涙を

呑んで削った箇所も多いが、骨子はPANJのサイ

ト（*1）で読める。

　良寛の話も出たけれど、さほどの量ではな

かった。印象的だったのは「良寛なんて引き算

ばっかりですからね」というひとこと。もちろ

んこれは、大愚を号とした賢僧の生き方への称

賛であり、と同時に「足し算」ばかりの現代の踊

りへの批判である。だが僕は、マルセル・デュ

シャンの「引き算する、引き算する、引き算する。

それが私の強迫観念になっていた」という言葉

（*2）を思い出した。瞬時に良寛とデュシャンと

田中泯が重なった。

　ミニマリズムという高尚なお芸術の話ではな

い。デュシャンはいまから半世紀も前にクレイ

ジーなアート市場を苦々しく思い、功成り名を

遂げた後も質素な生活を送っていた。渡米した

荒川修作にソース抜きのスパゲッティを食べさ

せた話が知られている。もっともそこには、無名

の青年に貧乏暮らしを覚悟させる意図があった

のかもしれない。

　良寛についてはあらためていうまでもない。

「生涯懶立身 騰々任天真 囊中三升米 炉辺一束薪

……」。立身出世などどうでもよく、あるがまま

に生きてきた。袋の中に米が三升、炉端には薪

がひと束。それで十分だというのである。

　泯さんはどうか。晴踊
、

雨踊
、

にして晴耕雨読

の百
ひゃく

姓
せい

である。囊中の米は三升どころではない

だろうが、日々の暮らしはやはりつましいので

はないか。そういえば7月の京都公演の折りに、

「スー族から分けてもらったインカの芋」を山梨

で育てたという「みんじゃが」を劇場ロビーで

売っていた。購入して食したところ、単独でも

何かと合わせても実にうまい。ソロでも共演で

も味わい深い、泯さんの踊りを彷彿とさせる。

　泯さんは、良寛や道元、デュシャンやセラ、ベ

ケットやブルック、世阿弥や土方、フーコーやカ

イヨワを吸収している。それでいて、知識の枝

葉を注意深く剪定し、衒学臭を漂わせることは

ない。上の詩は「夜雨草庵裡　双脚等閒伸」の二

句で閉じられる。草庵ならぬ劇場の裡で、出世

欲やら何やらまみれの俗世を離れ、悠々と心の

どかに双脚を伸ばす。「みんじゃが」のつくり手

によるそんな踊りを早く観たい。

「みんじゃが」の味

文：小崎哲哉（『Realkyoto Forum』編集長）
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*1   https://performingarts.jpf.go.jp/J/art_interview/2204/1.html
*2   Marcel Duchamp, ‘Propos’ in “Duchamp du signe,” edited by Michel Sanouillet and Elmer Peterson, 1959/1976, p.167（拙訳）

12月16日㊎～18日㊐
プレイハウス    詳細はP12へ

P
i c

k  u p !

PLAY
HOUSE

芸劇dance

田中泯ダンス 「外は、良寛。」
Min Tanaka Dance: RYOKAN, the minute neighbor.

ダンサー田中泯が、著述家の
松岡正剛、現代美術作家の杉
本博司らとのコラボレーショ
ンで挑む待望の新作公演。

本作に美術参加する現代美術作家・杉本博司の江之浦測候所で「場踊り」する田中泯。

　トマーシュ・ネトピルは、チェコの新しい世代

を代表する指揮者の一人。ドイツのエッセン歌

劇場及びエッセン・フィルの音楽総監督を務め、

同じくチェコ出身の40歳代の指揮者であるヤク

ブ・フルシャとともにチェコ・フィルの首席客演

指揮者のポストにある。

　1975年、チェコ東部のプルジェロフの生まれ。

クロメルジーシュ音楽院でヴァイオリンと指揮

を学び、ストックホルム王立音楽院でヨルマ・

パヌラに師事。2002年、ショルティ国際指揮者

コンクールで第1位を獲得した。2010年、ドヴォ

ルザークの交響曲第７番を指揮して、ベルリン・

フィルにデビュー。2019年には、読売日本交響

楽団と初共演した。このときは、マーラーとほぼ

同時代のチェコの作曲家スークの「アスラエル

交響曲」を取り上げ、豊潤でロマンティックな演

奏を披露した。

　今回、「東京芸術劇場マエストロシリーズ」で

ネトピルは、マーラーの歌曲集『さすらう若人の

歌』と交響曲第1番「巨人」を振る。マーラーもボ

ヘミア出身であり、ネトピルにとって、マーラー

の作品は特別なレパートリーのようだ。

　ネトピルは、エッセン・フィルとマーラーの交

響曲第6番と第9番の録音を残しているが、エッ

セン・フィルにとってもマーラーは縁の深い作

曲家である。つまり、1906年の作曲者自身の指

揮による交響曲第6番の世界初演はこのオーケ

ストラを使って行われ、マーラーもその演奏に

満足したという。上記の録音は、現代的なスピー

ディな演奏ではなく、ネトピルがマーラーの旋

律をじっくりと歌わせている。ネトピルのマー

ラーへの共感が伝わって来る。

　交響曲第1番「巨人」は、若きマーラーが書い

た野心作。大地の冬からの目覚めを思わせる第

１楽章ではカッコウの鳴き声が聞こえ、ほぼ同

時期に書かれた歌曲集『さすらう若人の歌』から

第２曲「朝の野辺を歩けば」の旋律をチェロが歌

う。力強い民族舞曲風の第２楽章。コントラバ

スが奏でる民謡風の旋律で始まる第３楽章の中

間部分でも『さすらう若人の歌』から第４曲「僕

の恋人の青い瞳が」の旋律が引用される。そし

て波乱万丈の第４楽章は、トランペットのファ

ンファーレに導かれて壮大なクライマックスが

築かれる。

  『さすらう若人の歌』で独唱を務めるのは、ヴィ

タリ・ユシュマノフ。サンクトペテルブルク生

まれで、2015年から日本を拠点に活動を行って

いる。東京芸術劇場でも「ドン・ジョヴァンニ」

（2019年）のタイトル・ロールや「フィガロの結

婚」（2020年）のアルマヴィーヴァ伯爵を歌った

のが記憶に新しい。

　マーラーの青春と早熟を感じさせる２つの作

品で、ネトピルが、マーラーを得意とする読売

日本交響楽団とともにどんな演奏を聴かせてく

れるのか楽しみである。

トマーシュ･ネトピル（指揮）　ヴィタリ･ユシュマノフ*（バリトン）
読売日本交響楽団
曲目：マーラー／歌曲集 『さすらう若人の歌』*、 交響曲第1番 ニ長調 ｢巨人｣

トマーシュ・ネトピル　東京芸術劇場でのそのほかの公演
読売日本交響楽団 第252回 土曜・日曜マチネーシリーズ
11月26日㊏・27日㊐　各日14：00 開演

11月20日㊐　14：00開演　コンサートホール    詳細はP9へ

文：山田治生（音楽評論家）

チェコ期待のマエストロ、
ネトピルの《巨人》
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V i t a l y  Yu s h manov

Tomáš  Netopil
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	カレンダー＆コラム

